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第 1 章では、 X線レーザー研究の背景、電子衝突励起X線レーザーの発振機構、 X線レーザービーム特性および世
界における X線レーザーの開発状況と、その利用研究について紹介した。
第 2 章では、 X線レーザーの空間コヒーレンス測定の必要性と測定方法について述べた。波長13.9nm のニッケル
様銀X線レーザーは、高反射率X線多層膜鏡が使える波長であり X線レーザーの短パルス性、短波長性を利用した魅
力ある利用研究の展開が期待されている O
第 3 章では、大阪大学レーザー核融合研究センターの激光XII号レーザー(パルス幅100ps、エネルギー200J/ ビー
ム)を用いたニッケル様銀X線レーザーのビーム特性について述べた。波長1053nm のレーザ一光を線状に集光し、
銀平板ターゲットに照射し、発生したX線レーザーの遠視野像を測定した。遠視野像中の単一ワイヤーからの回折縞
により、 X線レーザーから 2m 離れた位置における X線レーザ一光の空間コヒーレンス長は0.5mm と測定された。
第 4 章では原研関西研において実施した、パルス幅1.5 ピコ秒、エネルギー20J の Nd ガラスレーザー励起ニッケ
ル様銀X線レーザーの空間コヒーレンス測定に関する研究結果について述べた。この実験は、過渡電子衝突励起方式
X線レーザーにおける最初の定量的空間コヒーレンス測定であった。 Ni 様銀X線レーザーの複素コヒーレンス因子
が、多重スリットアレ一回折パターンにより測定された。多重スリットアレーと X線レーザーの距離を 1m に設定
し測定を行った。励起レーザ一入射方向とそれの垂直方向の空間コヒーレンス長は、それぞれ100μm および130μ
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与している o よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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